
［検討事項］ ４ 議員の活動原則 

 

伊賀市議会基本条例 

 

（議員の活動原則） 

第４条 議員は、次に掲げる原則に基づき活動を行わなければならない。 

(１) 議会が言論の府であること及び合議制機関であることを十分認識し、議

員間の自由な討議を重んじること。 

(２) 市政の課題全般について、市民の意見を的確に把握するとともに、自己

の能力を高める不断の研さんによって、市民の代表としてふさわしい活動をす

ること。 

(３) 議会の構成員として、一部団体及び地域の代表にとらわれず、市民全体

の福利の向上を目指して活動すること。 

 

栗山町議会基本条例 

 

（議員の活動原則） 

第３条 議員は、議会が言論の府であること及び合議制の機関であることを十分

に認識し、議員相互間の自由な討議の推進を重んじなければならない。 

２ 議員は、町政の課題全般について、課題別及び地域別等の町民の意見を的

確に把握するとともに、自己の能力を高める不断の研さんによって、町民の

選 良にふさわしい活動をするものとする。 

３ 議員は、個別的な事案の解決だけでなく、町民全体の福祉の向上を目指し

て活動しなければならない。 

 

流山市議会基本条例 

 

(議員の活動原則) 

第４条 議員は、次に掲げる原則に基づき活動を行うものとする。 

(1) 議会が言論の府であること及び合議体であることを十分認識し、議員間

の自由な討議を重んじること。 

(2) 市民の多様な意見を的確に把握することに努め、市民全体としての福祉

向上を目指すこと。 

(3) 議員立法による積極的な条例提案を行うよう努めること。 
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